
 

あじさい３組 自立活動 「まあいっか 名人になろう」 
段

階 
学習活動・予想される児童の反応 本時見られた深く学び続ける

子どもの姿 
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１ 前時の振り返りをし、本時のめあてをつかむ。 

〇 前時に取り組んだ、気持ち切り替えチケットを振り返る。

本時につながる動画を見る。 

 

 

２ ゲームに負けそうでイライラしているときの自分の気持ち切

り替えチケットを選ぶ。 

 〇 自分の課題に応じて気持ち切り替えチケットを選ぶ。 

３ ゲームに取り組み、チケットを使ってみながら、自分に合った

方法を見つける。 

・ 時間制限や先生チームとの対抗戦という場面を設定しゲ

ームに取り組む。（３分間で音が鳴る合計数を競う） 

【方法選択】（自分に合った方法を選ぶ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個別と協働の一体的充実】 
・ 一回戦を終えて自分の気持ち切り替えチケット（方法）に

取り組む。どのチケットを使ったか友達に話す。 

・ 二回戦を終えて、気持ち切り替えチケット（方法）を選び   

直して使う。どのチケットを使ったか友達に話す。 

 〇 選んだ方法をやってみて自分に合う方法だったか話す。友 

達の方法を聞いて他の物も試してみようとする。 

４ 学習をまとめ、振り返る。 

 〇 振り返りシートに書く。 

 

 

 

・ 自分の気持ち切り替えチケットを選ぶことができた。 

・ これから友達の選んだチケットもやってみたいと思いまし

た。 

・ もっと切り替え方法を試してみて、イライラしている時間を

少なくしていきたい。 

・ イライラしたときに、チケットのことを思いだして切り替え

てみたい。 

〇 教師による動画（ゲーム

に負けそうでイライラし、

気持ちの切り替えができた

とき、できなかったとき）

を見ることで、本時のゴー

ルを確かめることができ

た。 

 

〇 自分の学習方法をチケッ

トという可視化した形にす

ることで、とらえやすくで

きた。また、選択肢を黒板

に貼ることで、自分が取り

組んだチケット以外のリラ

ックス方法も知ることがで

きた。 

（資料１） 

 
〇他のチケットを使う友達の

姿を見て「あれも試してみた

いな」「切り替えの方法はた

くさんある方が良いよね」 

 と前向きな姿が見られた。 

 

  活動の中で実際に選んだチ

ケットを使い、切り替えが

できた後、次の活動に向か

う姿が見られた。 

 

 

 

〇 活動の中で、自分に合う 

切り替え方法を見つけて、 

実践し、前向きな気持ちで 

次に向かおうとする姿がみ 

られた。 
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○ 友達が選んだ方法を積極的に試して、気持ちの切り替えをしようとする姿が見られた。 

○ 自分の気持ち切り替え方法をたくさん増やそうと前向きにする姿が見られた。 

△ ゲームがうまくいかず、イライラしてチケットを試しても作業に戻ることができない児童がいた。 

△ イライラしない児童や、途中でゲーム自体を投げ出してしまう児童がいた。 

自分にぴったりの 気持ち切り替え方法を見つけよう。 

 自分に合った方法を見つけると、イライラせずに、まあい

っかと思うことができる。 
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